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２．中心市街地の位置及び区域

［１］位置

位置設定の考え方

倉吉市の市街地形成は、室町時代の後期、地元の国人南条氏によって本格的な城下町が形成され、

その後、江戸時代において鳥取藩の家老が治めるまちとして陣屋（倉吉陣屋）が置かれ発展してきた。

時代は下って明治 36年に山陰線として駅周辺地区に倉吉駅が、さらに、大正元年に倉吉線として打吹

地区に打吹駅が開業し、交通の拠点としての駅が整備されたことに伴い、駅を中心に、大規模なショ

ッピングセンターの開設や病院の立地など、都市機能の立地も進み、打吹地区と駅周辺地区をつなぐ

地域は、倉吉市の市街地として発展してきた。その後、昭和 60年に倉吉線は廃止されたが、路線バス

により公共交通機能は補完され、現状に至っている。

倉吉市の市街地には、市役所等の公官庁機関や、公園、スポーツ施設、博物館等の公共施設が立地

するほか、商店街、医療施設、保育園等の子育て支援施設や福祉施設等様々な都市機能が集積し、ま

た、伝統的な建造物である白壁土蔵群の歴史的な街並みなど、歴史・文化的にも多くの資源が集積し

ており、倉吉市の経済活動、都市活動などにおける中核を担っている。また、この地域は市だけでな

く、人口約 9.6 万人の人口を有する中部圏域（１市４町：倉吉市、湯梨浜町、北栄町、三朝町、琴浦

町）における広域行政、経済、文化、生活を支える中心都市としての中心的機能を果たしている。

しかしながら、中部圏域、倉吉市の顔であるこれらの地域の賑わいが失われつつあることから、持続

可能な都市運営を図るため、倉吉市ひいては鳥取県中部圏域への活性化の波及効果も期待できる、こ

れらの地域を中心市街地に定めることとする。

（位置図）

倉吉市 都市計画総括図（抜粋）
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（区域図）

［２］区域

区域設定の考え方

歴史的なまちとして形成されてきた打吹地区と、鉄道駅等の交通利便性を生かし発展してきた駅周

辺地区と、両地区をつなぐ地域であるパークスクエア・バス通り沿線地域において、商業的機能のほ

か多様な都市機能が集積され、また公共交通機関である路線バスが数多く運行している範囲約 196ha

の区域を中心市街地活性化基本計画における中心市街地区域として設定する。

駅周辺地区は、JR 倉吉駅が鉄道・長距離バス、路線バス等の交通の拠点として機能しているほか、

病院や大規模商業施設の立地、「宿泊・飲食サービス業」「情報通信業」「金融業」「医療複合サービス

業」の事業所が多く集積するなど、市民の生活を支える機能が集積しており、近隣には鳥取短期大学、

鳥取看護大学が立地し、鳥取県中部地域の中心都市・倉吉の広域的な玄関口としての役割を果たして

いる。

一方、打吹地区は、倉吉の歴史的な中心として、市役所等の行政施設、博物館や公園などの都市福

利施設の立地、「卸売・小売業」や「生活関連サービス業」の事務所が多く集積するほか、白壁土蔵群

（伝統的建造物群保存地区）を中心とした歴史的な街並みが本市の観光の中心的な拠点としての役割

を果たしている。

また、両地区をつなぐ地域であるパークスクエア・バス通り沿線地域では、「電気・ガス・水道事

業」「建設業」「運輸業」「不動産業」「学術研究、専門・技術サービス業」「金融業」の事務所の多くが

集積しているとともに、鳥取県中部総合事務所、文化交流複合施設「パークスクエア」などの公共的

機能が存在しており、中部圏域における中心的な機能を果たしている。

これらの区域は、人口の集積、事業所の集積、各種の都市機能の立地等の面において、倉吉市の中

心であり、また各地区は相互に補完的に機能しながら倉吉市の経済社会活動をけん引する機能を果た

している。
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［３］中心市街地要件に適合していることの説明

要 件 説 明

第 1号要件

当該市街地に、相当数

の小売商業者が集積し、

及び都市機能が相当程度

集積しており、その存在

している市町村の中心と

しての役割を果たしてい

る市街地であること

（１）小売業の集積

中心市街地は、倉吉市の中で小売業が高密度に集積している場所であ

る。倉吉市全体に占めるシェアは概ね横ばい傾向を示しており、倉吉市

の面積（272.06ｋ㎡）のわずか 0.7％程度に過ぎない中心市街地に小売店

舗の従業者数、商品販売額、売場面積の概ね 35％以上が集積し、事業所

数は 50％を超えている。

中心市街地を構成する３つの地区についてみると、事業所数、従業者

数については打吹地区、商品販売額、売場面積では上灘地区に重心が置

かれた集積状況となっている。

■卸売業・小売業（H24-R3）集積状況の推移

注）中心市街地区域の割合に応じて算出

24年 26年 28年 令和3年

倉吉市 648 637 667 641

中心市街地 295 452 477 340

シェア 45.5% 71.0% 71.5% 53.0%

倉吉市 3,729 3,757 4,033 4,242

中心市街地 1,317 1,027 1,156 1,857

シェア 35.3% 27.3% 28.7% 43.8%

倉吉市 90,186 96,196 103,559 104,715

中心市街地 12,156 38,231 40,411 38,006

シェア 13.5% 39.7% 39.0% 36.3%

倉吉市 84,274 84,160 79,711 87,364

中心市街地 18,824 48,495 44,525 44,391

シェア 22.3% 57.6% 55.9% 50.8%

卸売・小売業
（経済センサス-活動調査、H26商業統計）

年間商品販売額
（百万円）

売場面積
（㎡）

区分

事業所数
（店）

従業者数
(人）



【未定稿のため変更の可能性がございます】

33

平成24年 26年 28年 令和3年

倉吉市 2,973 3,123 2,881 2,870

中心市街地 1,591 1,593 1,551 1,465

構成比（％） 53.5% 51.0% 53.8% 51.0%

倉吉市 23,926 26,939 23,078 26,461

中心市街地 11,743 11,435 10,972 10,661

構成比（％） 49.1% 42.4% 47.5% 40.3%

事業所数

従業者数

区　分

22.5%

17.6%

16.1%

11.7%

12.5%

11.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業所数

従業員数

中心市街地における地区別シェア（令和3年）

駅周辺地区 打吹地区 上灘地区

（２）各種事業所の集積

中心市街地には、倉吉市の総事業所および従業者の半数が集積してい

る。業種別に見ると、卸売業・小売業が最も多いが、従業者では医療・福

祉が多い。中心市街地の構成比を見ると、事業所では宿泊業・飲食サー

ビス業、金融業・保険業および情報通信業等の都市型産業における中心

市街地の割合が高く、従業者では、加えて医療・福祉における割合が高

くなっている。

出典：経済センサス
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パークスクエア
バス通り沿線地域
（57 件）

打吹地区
（157 件）

駅周辺地区
（106 件）

■中心市街地周辺の商業集積地区及び大規模小売店舗の立地状況
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公官庁施設等

文化・交流施設等

公民館

消防、警察

学校

その他行政支援施設

病院

福祉施設

保育園、認定こども園

児童館

銀行

ホテル

（３）都市機能の集積状況

行政機関等の公共施設、病院や子育て支援施設等の医療・福祉施設、

文化・スポーツ施設、教育施設等、各種の公共公益機能が中心市街地に

集積していることに加え、金融機関やホテルなど、都市の中心性を示す

指標ともみられる民間施設に関しても、高い集積がみられる状況にある。

駅周辺地区は、交通の拠点であるＪＲ倉吉駅の改良と一体に交流ホー

ルや観光案内所、行政サービスコーナーなどが一体化された複合公共施

設「エキパル倉吉」が整備されたことにより、鳥取県中部地域の中心都

市・倉吉の広域的な玄関口としての役割を果たしているともに、複合商

業施設「パープルタウン」の施設内やその周辺に複数の公共的機関が集

積するほか、ホテル、商業施設、飲食店等が集積している。

一方、打吹地区は長い歴史の中から発展し、市役所等の行政機関、文

化・スポーツ施設等の公共公益施設が多数集積していることに加えて、

伝統的建造物群等の歴史的な資源をいかした観光施設等が数多く集積し

ているなど、駅周辺地区とは異なる役割を果たしている。

また、両地区をつなぐ地域であるパークスクエア・バス通り沿線地域

では、地方公共団体である鳥取県の中部の出先機関である中部総合事務

所や、市立図書館、二十世紀梨記念館、交流施設等で構成される文化交

流複合施設「パークスクエア」が存在している。
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上り 下り 計 上り 下り 計

1 関 金 線 21 20 41 10 橋 津 線 16 17 33

2 ﾊ ﾟ ｰ ｸ ｽ ｸｴ ｱ線 7 7 14 11 松 崎 線 7 8 15

3 市 内 線 2 1 3 12 赤 碕 線 12 12 24

4 広 瀬 線 8 8 16 13 上井･三朝線 19 17 36

5 高 城 線 7 6 13 14 三 朝 線 11 13 24

6 北 谷 線 6 5 11 15 穴 鴨 線 2 3 5

7 社 線 7 10 17 16 小 河 内 線 1 0 1

8 栄 線 3 4 7 17 横 田 線 4 5 9

9 北 条 線 9 9 18 142 145 287合　計

本数本数
路線名 路線名

 

 

北栄町 

湯梨浜町 

三朝町 

 
 
 

（４）交通の状況

ＪＲ倉吉駅と多数の路線バスや長距離バスが乗り入れるバス交通の拠

点が一体化した交通結節点を擁する。倉吉市内では多数の路線でバスが

運行されており、特に倉吉駅から打吹地区の間は路線が集中している。

これにより、中心市街地内では日中でも 5～10 分の間隔でバスが運行さ

れるなど、公共交通の利便性は高い。

倉吉駅から西倉吉までの中心市街地を通る路線は 17 路線、上下線合わ

せて約 290 本のバスが運行されており、自動車利用が移動の中心を占め

る倉吉市においても、交通手段としてバス交通が一定の役割を果たして

いる。

出典：日交及び日ノ丸バス時刻表（平日）より集計
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■拠点的な複数の地区によって形成される一体的な中心市街地

中心市街地を形成する３つの地区のうち、駅周辺地区と打吹地区は、

人口分布や事業所の立地等において、ともに倉吉市の中で際立った集積

を形成している。

駅周辺地区は、ＪＲ倉吉駅と多数の路線バスや長距離バスが乗り入れ

るバス交通の拠点が一体化した交通結節点を擁する。ＪＲ倉吉駅は駅の

改良と一体に交流ホールや観光案内所、行政サービスコーナーなどが一

体化された複合公共施設「エキパル倉吉」が整備されたことにより、鳥

取県中部地域の中心都市・倉吉の広域的な玄関口としての役割を果たし

ている。周辺には、バス路線と直結した商業施設「パープルタウン」が立

地し、自らが運転して自家用車を利用することが難しい高齢者の生活を

支える利便性の高い商業施設として利用されている他、ホテルや飲食店

等、市民の日常を支える都市機能が集積している。また大規模な病院や、

大学等の文教施設等もその周辺に立地している。

他方、打吹地区は歴史的に鳥取県中部エリアの拠点として発展し、市

役所等の行政機関、文化・スポーツ施設等の公共公益施設が多数集積し

ている。加えて、伝統的建造物群等の歴史的な資源をいかした観光施設

等が数多く集積しているなど、駅周辺地区とは異なる性格の中心として

の役割を果たしている。

また、倉吉駅周辺地区と打吹地区の間をつなぐ地域であるパークスク

エア・バス通り沿線地域には、図書館や記念館、交流施設等で構成され

る大規模な文化複合施設「パークスクエア」が立地し、倉吉市の中心と

なる文化施設等の集積が見られる。

このように、拠点となる駅周辺地区と打吹地区の二地区を含んだ３つ

の地区で構成される中心市街地では、性格の異なる地区がそれぞれに機

能しつつも、相互に機能を補完しながら中心市街地としての機能を果た

している。
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第 2号要件

当該市街地の土地利用

及び商業活動の状況等か

らみて、機能的な都市活

動の確保又は経済活力の

維持に支障を生じ、又は

生ずるおそれがあると認

められる市街地であるこ

と

○中心市街地の事業所数および従業者数の推移

平成 24 年を基準とした事業所数の推移は、増減しながら概ね横ばいと

なっているが、中心市街地は減少傾向を示している。また、倉吉市全体

の従業者数は増減を繰り返しながら平成 24年を上回っているが、中心市

街地は減少傾向を示している。

出典：経済センサス

○小売業における中心市街地のシェアの推移

市全体に対する中心市街地の主要商業集積地区のシェアは概ね横ばい

傾向となっており、平成 24年から令和 3年の 9年で、従業者数のみ増加

しており、事業所数、年間商品販売額、売場面積は減少している。ただし、

年間商品販売額、売場面積が減少していることから、中心市街地の小売業

の弱体化の傾向がみられる。

出典：商業統計、経済センサス

24年 26年 28年 令和3年

倉吉市 648 637 667 641

中心市街地 295 452 477 340

シェア 45.5% 71.0% 71.5% 53.0%

倉吉市 3,729 3,757 4,033 4,242

中心市街地 1,317 1,027 1,156 1,857

シェア 35.3% 27.3% 28.7% 43.8%

倉吉市 90,186 96,196 103,559 104,715

中心市街地 12,156 38,231 40,411 38,006

シェア 13.5% 39.7% 39.0% 36.3%

倉吉市 84,274 84,160 79,711 87,364

中心市街地 18,824 48,495 44,525 44,391

シェア 22.3% 57.6% 55.9% 50.8%

卸売・小売業
（経済センサス-活動調査、H26商業統計）

年間商品販売額
（百万円）

売場面積
（㎡）

区分

事業所数
（店）

従業者数
(人）



【未定稿のため変更の可能性がございます】

39

○店舗数と空き店舗率の推移

平成 21 年を基準とした店舗数の推移をみると、倉吉駅周辺、打吹商店

街は横ばい傾向にあり、その他の商店街については減少傾向を示してい

たものの、近年は減少率が低下しつつある。

また、近年の空き店舗率の推移をみると、平均的には 22％程度を示し

ており、近年は横ばい、または微増傾向にある。

■店舗総数と空き店舗数 ()は内数

出典：倉吉市空き店舗調査

店舗総数 空き店舗 店舗総数 空き店舗 店舗総数 空き店舗 店舗総数 空き店舗

倉吉駅周辺 149 (29) 144 (21) 147 (29) 146 (34)
打吹商店街 80 (17) 83 (14) 81 (13) 82 (13)
銀座商店街 86 (24) 76 (20) 68 (18) 63 (18)
堺町1～3丁目 24 (10) 17 (5) 15 (3) 16 (3)
打吹公園通り 39 (3) 25 (6) 27 (6) 26 (6)
打吹通り 32 (6) 23 (1) 20 (2) 19 (3)
店舗数 合計 410 (89) 368 (67) 358 (71) 352 (77)

平成21年 26年 令和元年 6年
区分
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■空き店舗調査実施図（商店街および商業集積のある主要な通り）

○人口減少、高齢化の状況

平成 27 年を基準にした人口の推移をみると、倉吉市の人口減少傾向よ

り中心市街地の減少傾向は著しく、令和 6年では、倉吉市の 10％の減少

幅に対して、中心市街地では 15％の人口減少が起こっている。また高齢

化率も中心市街地の高齢化率は約39％と人口減少と同様に倉吉市に対し

て顕著な傾向となっている。
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総人口 高齢化率 総人口 高齢化率

平成27年 49,248人 30.3% 6,587人 35.9%

28年 48,852人 30.9% 6,416人 37.0%

29年 48,270人 31.6% 6,312人 37.5%

30年 47,722人 32.3% 6,193人 37.7%

31年 47,199人 32.9% 6,072人 38.0%

令和2年 46,668人 33.5% 5,979人 38.7%

3年 46,191人 34.0% 5,797人 39.2%

4年 45,532人 34.4% 5,677人 39.5%

5年 44,891人 34.7% 5,677人 39.2%

6年 44,180人 35.1% 5,590人 39.0%

中心市街地倉吉市
区分

■倉吉市および中心市街地の人口（実数）と高齢化率

出典：住民基本台帳（各年１月）
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第 3 号要件

当該市街地における

都市機能の増進及び経

済活力の向上を総合的

かつ一体的に推進する

ことが、当該市街地の存

在する市町村及びその

周辺の地域の発展にと

って有効かつ適切であ

ると認められること

（１）上位計画における位置づけ

○倉吉市総合計画（令和 3年 3月）

第 12次倉吉市総合計画においては、基本目標、施策、取組方針を以下

のとおりとしている。

基本目標１の「地域資源を最大限に活かして躍動するまちづくり」で

は、「（２）企業が持つ特性・特色を活かした商工業の振興」という施策

を掲げ、今後の取組方針として、「倉吉駅周辺から打吹地区にかけた中心

市街地区域内において、さまざまな分野の専門家の意見を反映させなが

ら、空き店舗、空き家、未利用の土地等も活用するなかで、小規模でも

高付加価値な企業の誘致や創業の支援を行い、多種多様なビジネスが活

性化したエリアをつくります。また、伝統的建造物群などの歴史的資源、

ポップカルチャー、倉吉博物館、鳥取県立美術館（令和７（2025）年春

開館予定）などの地域資源を繋ぎ、レトロ＆クールにアートの視点を加

えた新たな価値を創造し、賑わいを再生するとともに、多様な人々が居

心地よく過ごせる市街地をつくります。」を示している。

また、「（５）地域資源を活かした観光の振興」という施策を掲げ、今

後の取組方針として、「赤瓦・白壁土蔵群の重要伝統的建造物群保存地区

の伝統ある町並み（レトロ）とアニメなどのポップカルチャー（クール）

を融合した、“レトロ＆クールツーリズム”に、芸術（アート）を加えて

さらに推進し、ここにしかない観光地を作り上げます。また、食事（グ

ルメ）や文化などの地域資源を磨き上げるとともに、飲食店、土産物店、

体験施設、町屋や古民家などを活用したゲストハウスなどの宿泊施設を

エリア内に設け、観光客は電気自動車や電動自転車などのグリーンスロ

ーモビリティで移動、観光する周遊滞在型の観光地を作ります。」を示し

ている。

さらに、基本目標 5の「災害に強く、快適で潤いのあるまちづくり」

では、「（２４）都市と自然・歴史・文化が調和した拠点連携型のまちづ

くりの推進」という施策を掲げ、今後の取組方針として、「倉吉駅周辺や

成徳・明倫地区などの中心市街地を中心拠点と位置づけ、多様な都市機

能を集約し、利便性を高めます。また、コミュニティセンターを地区の

拠点として、生活基盤の維持・拡充に努めます。」を示している。

○デジタル田園都市国家構想の実現に向けた第 2期倉吉市まち・ひと・

しごと創生総合戦略（令和 6年 3月策定）

令和 6年 3月に策定した倉吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、

基本目標に「仕事を増やし、安定した雇用を創出する」「人と人が繋がり、

新たな人の流れをつくる」「子どもを産み育てやすい環境をつくる」「一

人ひとりが輝き、魅力的な地域をつくる」を掲げており、具体的な施策、

重要業績指標（KPI）を以下のとおり設定している。
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＜基本目標１＞ 仕事を増やし、安定した雇用を創出する

【数値目標】

【具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

ア．農畜水産業の推進

イ．企業が持つ特性・特色を活かした商工業の振興

ウ．安定した雇用の維持と確保

＜基本目標２＞ 人と人が繋がり、新たな人の流れをつくる

【数値目標】

【具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

ア．地域資源を活かした観光の振興

目標：新規進出企業の累計数

０件⇒ ５件（累計）（令和３年度～令和７年度）

目標：県外からの年間移住者数

232 人（令和元年度） ⇒ 300 人（令和７年度）
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イ．移住定住・交流の促進

＜基本目標３＞ 子どもを産み育てやすい環境をつくる

【数値目標】

【具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

ア．子育て支援の充実

イ．生きる力を育む学校教育の充実

＜基本目標４＞ 一人ひとりが輝き、魅力的な地域をつくる

【数値目標】

【具体的な施策と重要業績評価指標（ＫＰＩ）】

ア．市民と協働したまちづくりの推進

イ．文化・芸術活動の振興

ウ．豊かで健やかな長寿社会の実現

エ．健康づくりの推進

オ．人権尊重の確立と男女共同参画社会の実現

＜横断的目標＞ リアルとデジタルの相互利用による暮らしやすさと活

力の創出

ア．人を育て、まちを育てる、くらしよし倉吉プロジエクト

イ．バーチャル倉吉による関係人口の創出

○倉吉都市計画マスタープラン（平成 30年 2月）

都市計画マスタープランにおいて中心市街地は市街地ゾーンに位置付

けられ、都市構造の５つの拠点のうち「中心拠点」に位置づけられている。

「河北地域」に位置づけられている倉吉駅周辺地区は、「人が行き交う

まちづくり」を目標とし、倉吉駅周辺を中心に誰もが容易にアクセスでき、

人が行き交うにぎわいのあるまちを目指すとともに、落ちついた雰囲気の

ある居住環境を守るとともに、交流拠点にふさわしい商業集積の計画的な

誘導を図ることとしている。また「中央地域」に位置づけられている打吹

地区からパークスクエアを含む地域は、「懐かしさと季節を感じるまちづ

目標：合計特殊出生率

1.62（平成 27 年度） ⇒ 1.75（令和７年度）

目標：地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ事業に参画した地域住民の人数

58,048 人（令和元年度）⇒ 70,000 人（令和７年度）
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くり」を目標とし、日常生活が地域内で完結する生活空間の形成を目指す

とともに、打吹玉川地区の白壁土蔵群や民家の街なみを活かした観光まち

づくりの推進、季節ごとに変化をみせる打吹山の自然や景観を活かした

「緑の環境」づくりを進めることとしている。

将来都市構造図

○倉吉都市計画区域 都市計画区域マスタープラン（令和 6年 3月）

倉吉都市計画区域都市計画区域マスタープランにおいて、中心市街地

は「広域都市拠点」に位置付けられ、特に、パークスクエア、打吹公園

等は「観光リクリエーション拠点」に位置付けられている。

また、中心市街地に関する都市づくりの目標は、「子どもからお年寄り

まで、多様な世代が安心して暮らせるようにするため、中心市街地にお

いて各世代のニーズに合わせた住宅の供給、居住環境の整備を図る。」、

「本区域の玄関口である JR 倉吉駅周辺と白壁土蔵群等の観光施設が多

い打吹地区周辺とを連絡するバス等の公共交通の利便性、快適性の維

持・向上を図り、外国人観光客を含む誰もが安心して訪れることのでき

る中心市街地を創出する。」、「中部圏域における広域行政、生活、経済、

文化を支える中心として、広域的視点に立ち、行政、医療・福祉、研究・

文教、産業機能や交流機能の確保など都市機能の維持・強化を図る。」、

「中心市街地を始めとする市街地においては、空き家・空き地・空き店

舗などの既存ストックを有効に活用し、医療・福祉、商業、居住など生

活に必要な機能を適切に誘導する。」が示されている。
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○定住自立圏構想／中心市宣言（平成 21年 3 月）、第 3 次鳥取県中部定

住自立圏共生ビジョン（令和 2年 3月）

鳥取県中部圏域は、中心的な役割を担う本市とその周辺にある４町（三

朝町、湯梨浜町、琴浦町、北栄町）で構成されており、県内では、コン

パクトな自立圏域を目指す「小規模中心型」に位置付けられている。本

圏域は、１市４町で定住自立圏を形成し、互いに役割分担・連携を行い

ながら、定住自立圏の圏域全体で人口の「定住」に必要な都市機能と生

活機能を確保するとともに、圏域の地域資源を有効に活用して、「自立」

に必要な経済基盤を培い、圏域全体の魅力の向上と活性化を図ることに

より、圏域における定住を促進し、持続可能な圏域社会を構築すること

を目的としている。

定住自立圏構想における本市の中心市宣言では、「定住自立圏の形成を

目指す中心市として定住自立圏の構築を掲げ、近接する４町を始め、人

口定住のため連携する意思を有する自治体などとともに、結び付きと機

能の強化により関係を緊密にし、共通課題の解決を図り、地域全体の維

持・発展に向け、さらに積極的な各種サービスを提供していくことによ

り、安心して暮らせる圏域の形成、均衡ある発展と一体化を目指す」と

宣言されている。

また、定住自立圏共生ビジョンでは、生活機能の強化、結びつきやネ

ットワークの強化、圏域マネジメント能力の強化を視点とし、「暮らし良

さ（住み続けたくなる要素）」を感じられる生活基盤の整備と地域資源の

連携・活力による「魅力（住みたくなる要素）」の創出により、定住の促
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夜間人口 流出人口 昼間人口 流入人口 昼夜間
（人） （人） （人） （人） 人口比率

平成17年 52,579 5,079 58,676 11,176 111.6%

22年 50,720 5,133 56,480 10,893 111.4%

27年 49,044 5,383 54,677 11,016 111.5%

令和2年 46,485 5,253 52,159 10,927 112.2%

区分

進を図るとしている。

（２）周辺市町村への波及効果

倉吉市への周辺地域から計約 1.1 万人の通勤・通学者が流入しており、

昼夜間人口比率は 112.2％と流入超となっている。市外からの流入人口

は総就業者・通学者の３割以上を占めており、特に通学者の４割以上が

市外からの流入者となり、若者の流入が多くなっている。

市外からの流入人口のうち、最も多いのは湯梨浜町で近隣４町からの

流入が多いが、鳥取市や岡山県、島根県の他都市からの流入も見られ、

広域的な吸引力を有していることから、活性化による周辺市町村への波

及効果も大きいと考えられる。

【昼夜間人口比率】

注釈：昼夜間人口比率＝（昼間人口／常住人口）×100
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（人） 流出入人口の推移

流入人口 流出人口

就業者 通学者 合計
61.2% 50.4% 60.1%

三朝町 4.0% 3.9% 4.0%
湯梨浜町 10.5% 9.9% 10.4%
北栄町 7.6% 7.5% 7.6%
琴浦町 4.7% 6.6% 4.9%
鳥取市 3.8% 8.1% 4.2%
その他の県内他都市 1.9% 7.9% 2.5%
岡山県 0.5% 0.1% 0.5%
島根県 0.2% 0.9% 0.2%
その他の他県 0.2% 0.3% 0.2%

33.3% 45.4% 34.5%
94.5% 95.8% 94.6%流入合計

区分
 市内

 市外

県内
他都市

県外

計

出典：国勢調査

令和 2年の就業者・通学者の流入割合（15 歳以上） ※不詳は含まず

出典：国勢調査


